
(57)【要約】

【課題】防錆性能の向上を主眼として、第１に外部に対

して露出した部分でも砂礫等の飛散による剥離を招きに

くく、第２に部材相互の接合部の隙間でも高い防錆性能

を発揮できる塗装を施した燃料給油管を提供する。

【解決手段】フィラネック３から燃料タンクへと液体燃

料を導く燃料給油管１において、燃料給油管１を構成す

る導管２は素材がステンレス鋼であり、この導管の表面

に粉体塗装による塗膜６を30～150μmの厚みで形成した

燃料給油管１である。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ ィ ラ ネ ッ ク か ら 燃 料 タ ン ク へ と 液 体 燃 料 を 導 く 燃 料 給 油 管 に お い て 、 燃 料 給 油 管 を 構 成
す る 主 部 材 は 素 材 が ス テ ン レ ス 鋼 で あ り 、 該 主 部 材 の 表 面 に 粉 体 塗 装 に よ る 塗 膜 を 形 成 し
た こ と を 特 徴 と す る 燃 料 給 油 管 。
【 請 求 項 ２ 】
主 部 材 は 、 素 材 が フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 給 油 管 。
【 請 求 項 ３ 】
粉 体 塗 装 に よ る 塗 膜 は 、 30～ 150μ mの 厚 み で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 燃 料 給 油 管 。
【 請 求 項 ４ 】
粉 体 塗 装 に よ る 塗 膜 は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 塗 料 、 エ ポ キ シ 系 塗 料 、 ア ク リ ル 系 塗 料 、 ポ リ エ
ス テ ル 及 び エ ポ キ シ の ハ イ ブ リ ッ ド 系 塗 料 、 又 は 変 成 EVA系 塗 料 の い ず れ か で 形 成 す る 請
求 項 １ 記 載 の 燃 料 給 油 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 フ ィ ラ ネ ッ ク か ら 燃 料 タ ン ク へ と 液 体 燃 料 を 導 く 燃 料 給 油 管 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
自 動 車 の 各 部 品 に は 、 常 に 耐 久 性 の 向 上 が 要 求 さ れ る 。 特 に 米 国 で は 、 10年 ・ 10万 マ イ ル
保 証 か ら 近 年 15年 ・ 15万 マ イ ル 保 証 へ 、 非 常 に 厳 し い 要 求 に 変 わ り つ つ あ る 。 こ う し た 厳
し い 耐 久 性 の 要 求 に は 、 と り わ け 防 錆 性 能 の 向 上 が 必 要 と な る 。 と こ ろ が 、 従 来 一 般 的 な
燃 料 給 油 管 は 、 燃 料 給 油 管 を 構 成 す る 主 部 材 (フ ィ ラ パ イ プ )が 亜 鉛 メ ッ キ 鋼 管 製 に 通 常 塗
装 に よ り 塗 膜 を 形 成 し た だ け だ っ た の で 、 前 記 要 求 (防 錆 性 能 の 向 上 )に 応 え ら れ な い 状 況
に な り つ つ あ る 。 こ の た め 、 鉄 よ り も 耐 食 性 に 優 れ た ス テ ン レ ス を 用 い た 燃 料 給 油 管 も 実
用 化 さ れ は じ め て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 燃 料 給 油 管 表 面 に カ チ オ
ン 電 着 塗 装 を 施 し て 、 防 錆 性 能 を 向 上 さ せ よ う と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 2002-242779号 公 報 （ ２ ～ ４ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
ス テ ン レ ス 鋼 の 燃 料 給 油 管 表 面 に 施 す 電 着 塗 装 は 、 密 着 性 が 悪 く 、 剥 が れ や す く 、 塗 装 が
剥 が れ る と 当 然 に そ の 部 位 か ら 錆 が 進 展 し て い く 問 題 が 発 生 す る 。 燃 料 給 油 管 に は 車 体 外
部 に 露 出 し て い る 部 分 が あ り 、 走 行 中 、 前 記 露 出 部 分 が 砂 礫 等 の 飛 散 を 受 け て 更 に 塗 装 が
剥 が れ や す い 。 こ う し た こ と か ら 、 プ ロ テ ク タ と 呼 ぶ 保 護 部 材 で 燃 料 給 油 管 を 覆 い 、 砂 礫
等 の 飛 散 か ら 燃 料 給 油 管 を 保 護 す る こ と も あ る が 、 部 材 数 の 増 加 を 招 く 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 電 着 塗 装 の 弱 点 と し て 、 部 材 相 互 の 接 合 部 (例 え ば 、 特 許 文 献 １ に お け る ブ リ ー ザ
パ イ プ と 燃 料 給 油 管 本 体 )の 隙 間 に 塗 料 が つ き に く い 又 は つ い て も 塗 膜 が 薄 く な り 、 他 の
部 位 に 比 べ て 相 対 的 に 錆 び や す い 問 題 が あ る 。 こ れ は 、 接 合 部 の 接 合 態 様 の 種 類 を 問 わ ず
、 電 着 塗 装 特 有 の 問 題 と し て 起 き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の ほ か 、 通 常 電 着 塗 装 は 塗 料 液 中 に 燃 料 給 油 管 を 浸 し て 実 施 す る が 、 燃 料 給 油 管 内 に 塗
料 が 侵 入 す る と 、 前 記 塗 料 が 燃 料 に 溶 け こ ん で 、 エ ン ジ ン に 悪 影 響 を 与 え る 恐 れ が あ る 。
こ の た め 、 電 着 塗 装 実 施 前 に は 、 燃 料 給 油 管 の 開 口 部 を 予 め マ ス キ ン グ し て お く 必 要 が あ
っ た 。 し か し 、 マ ス キ ン グ を 施 し た 燃 料 給 油 管 は 、 内 部 に 空 気 を 密 封 す る 結 果 、 塗 料 液 に
対 し て 沈 み に く く な り 、 煩 わ し さ が 増 大 す る 。 こ の よ う に 、 電 着 塗 装 は 塗 装 前 の 準 備 が 必
要 だ っ た り 、 塗 装 作 業 中 の 煩 わ し さ が 存 在 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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以 上 か ら 、 防 錆 性 能 の 向 上 を 主 眼 と し 、 第 １ に 外 部 に 露 出 し た 部 分 で も 砂 礫 等 の 飛 散 に よ
る 剥 離 を 招 き に く く 、 第 ２ に 部 材 相 互 の 接 合 部 の 隙 間 で も 高 い 防 錆 性 能 を 発 揮 で き る 塗 装
を 施 し た 燃 料 給 油 管 を 開 発 す る た め 、 検 討 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
検 討 の 結 果 開 発 し た も の が 、 フ ィ ラ ネ ッ ク か ら 燃 料 タ ン ク へ と 液 体 燃 料 を 導 く 燃 料 給 油 管
に お い て 、 燃 料 給 油 管 を 構 成 す る 主 部 材 は 素 材 が ス テ ン レ ス 鋼 で あ り 、 こ の 主 部 材 の 表 面
に 粉 体 塗 装 に よ る 塗 膜 を 形 成 し た 燃 料 給 油 管 で あ る 。 主 部 材 は 、 素 材 が フ ェ ラ イ ト 系 ス テ
ン レ ス 鋼 が 好 ま し い 。 こ こ で 、 「 主 部 材 」 と は 、 フ ィ ラ ネ ッ ク 及 び 燃 料 タ ン ク を 結 ぶ 導 管
を 指 す が 、 フ ィ ラ ネ ッ ク 、 燃 料 タ ン ク へ の 接 続 部 又 は ブ リ ー ザ パ イ プ を 導 管 と 一 体 に し て
本 発 明 の 適 用 対 象 た る 燃 料 給 油 管 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に 用 い る 粉 体 塗 装 は 、 (1)各 種 溶 剤 や 水 等 を 全 く 含 ま な い 、 (2)塗 膜 の 厚 さ を 自 由 に
設 定 で き 、 特 に 電 着 塗 装 に 比 べ て 厚 い 塗 装 が 容 易 、 (3)塗 料 の 損 失 が 少 な い 、 等 の 利 点 が
あ る 。 特 に 、 電 着 塗 装 が １ 度 の 塗 装 で 通 常 10～ 20μ mの 塗 膜 し か 形 成 で き な い の に 対 し 、
粉 体 塗 装 で は １ 度 の 塗 装 で 数 倍 の 厚 み を 有 す る 塗 膜 を 容 易 に 形 成 で き る 利 点 が あ る 。 塗 装
条 件 の 設 定 に よ っ て は 、 よ り 厚 い 塗 膜 を 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 燃 料 給 油 管 の 粉 体 塗 装 に よ る 塗 膜 は 、 30～ 150μ mの 範 囲 で 形 成 す る こ と
と し た 。 30μ mは 最 低 限 の 厚 み で 電 着 塗 装 よ り も 十 分 に 大 き な 厚 み で あ り 、 150μ mは 粉 体
塗 装 に よ り １ 度 に 形 成 で き る 塗 膜 の 一 般 的 な 上 限 で あ る 。 こ れ か ら 、 本 発 明 の 燃 料 給 油 管
の 粉 体 塗 装 に よ る 塗 膜 は 、 40～ 80μ mの 厚 み で あ る と よ り 好 ま し い 。 そ し て 、 こ う し た 厚
い 塗 膜 は 、 部 材 相 互 の 接 続 部 に お け る 隙 間 を も 被 覆 し 、 燃 料 給 油 管 全 体 の 防 錆 性 能 を 向 上
さ せ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 粉 体 塗 装 に 用 い る 塗 料 は 、 燃 料 給 油 管 の 防 錆 性 能 を 向 上 さ せ る 厚 み の あ る 塗 膜 を
形 成 で き れ ば 自 由 で あ る が 、 ス テ ン レ ス 鋼 か ら な る 燃 料 給 油 管 に 適 し た 粉 体 塗 装 に よ る 塗
膜 は 、 ポ リ エ ス テ ル 系 塗 料 、 エ ポ キ シ 系 塗 料 、 ア ク リ ル 系 塗 料 、 ポ リ エ ス テ ル 及 び エ ポ キ
シ の ハ イ ブ リ ッ ド 系 塗 料 、 又 は 変 成 EVA系 塗 料 の い ず れ か を 用 い て 形 成 す る 塗 膜 で あ る 。
特 に 、 燃 料 給 油 管 の 塗 膜 と し て は エ ポ キ シ 系 塗 料 が 最 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 を 適 用 し た 燃
料 給 油 管 １ を 表 し た 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ 中 Ａ 矢 視 部 拡 大 図 で あ り 、 図 ３ は 図 １ 中 Ｂ 矢 視 部
拡 大 図 で あ る 。 本 発 明 の 粉 体 塗 装 を 施 す 対 象 の 燃 料 給 油 管 の 構 造 は 問 わ ず 、 ま た 導 管 だ け
で な く 、 本 例 に 見 ら れ る よ う に 、 導 管 に フ ィ ラ ネ ッ ク ３ 、 ブ リ ー ザ パ イ プ ８ や 燃 料 タ ン ク
の 接 続 部 (図 示 略 )等 を 一 体 に し て 全 体 に 略 均 一 の 塗 膜 ６ を 形 成 で き る 。 こ れ か ら 、 同 じ 粉
体 塗 装 設 備 を 種 々 の 燃 料 給 油 管 に 利 用 で き 、 設 備 コ ス ト を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 例 は 、 図 １ に 見 ら れ る よ う に 、 主 部 材 が フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス (SUS436)製 導 管 ２ に 、
フ ィ ラ ネ ッ ク ３ 及 び ブ リ ー ザ パ イ プ ８ を 取 り 付 け た 構 成 の 燃 料 給 油 管 １ で あ る 。 フ ィ ラ ネ
ッ ク ３ は 、 前 記 導 管 ２ と 同 種 の フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ ス (SUS436)製 と し 、 両 者 の 嵌 合 部 位
４ を シ ー ム 溶 接 (又 は ロ ウ 付 け )す る (図 中 太 線 で シ ー ム 溶 接 し た 部 分 を 表 し て い る )。 こ こ
で 、 前 記 嵌 合 部 位 ４ に お け る 導 管 ２ 端 縁 に は 、 溶 接 さ れ な い 隙 間 ５ が 残 っ て い る 。 粉 体 塗
装 は 、 図 ２ に 見 ら れ る よ う に 、 こ う し た 隙 間 ５ を 略 均 一 で 比 較 的 厚 い (40～ 80μ m、 好 ま し
く は 60μ m前 後 )塗 膜 ６ で 前 記 隙 間 ５ を 塞 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 例 は 、 導 管 ２ 及 び フ ィ ラ ネ ッ ク ３ を 接 続 し て 一 体 に 粉 体 塗 装 し て い る た め 、 図 ３
に 見 ら れ る よ う に 、 給 油 口 (開 口 部 )７ の 縁 部 を 回 り 込 ん で 塗 膜 ６ が 続 く こ と に な る 。 電 着
塗 装 で は 、 こ う し た 給 油 口 の 縁 部 等 、 部 材 端 縁 (エ ッ ジ )に 塗 膜 を 形 成 し よ う と す る と 、 ど
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う し て も 薄 く な っ て 剥 離 し や す く 、 防 錆 性 能 を 発 揮 さ せ る こ と が で き な か っ た 。 し か し 、
粉 体 塗 装 は こ う し た 部 材 端 縁 に も 十 分 塗 料 を 行 き 渡 ら せ 、 比 較 的 厚 い (40～ 80μ m、 好 ま し
く は 60μ m前 後 )塗 膜 ６ を 形 成 で き る の で 、 塗 膜 ６ が 剥 離 す る こ と が な く 、 防 錆 性 能 を 十 分
に 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 燃 料 給 油 管 １ は 、 (1)導 管 ２ 、 フ ィ ラ ネ ッ ク ３ 及 び ブ リ ー ザ パ イ プ ８ を 接 続 し た
後 、 例 え ば (2)フ ィ ラ ネ ッ ク ３ の 給 油 口 ７ に 吊 下 補 助 具 (図 示 略 )を 嵌 合 し て マ ス キ ン グ し
、 導 管 ２ 及 び ブ リ ー ザ パ イ プ ８ の 開 放 端 を 別 途 マ ス キ ン グ し て か ら 、 (3)前 記 吊 下 補 助 具
を 介 し て フ ィ ラ ネ ッ ク ３ 及 び 導 管 ２ を 一 体 に 吊 り 下 げ 、 (4)粉 体 塗 料 を フ ィ ラ ネ ッ ク ３ 及
び 導 管 ２ の 表 面 に 吹 き 付 け て 、 (5)そ の 後 焼 き 付 け す る 手 順 で 粉 体 塗 装 を 施 す 。 マ ス キ ン
グ に 対 し て 外 部 圧 が 加 わ る わ け で は な い の で 、 単 純 に 粉 体 塗 料 が 内 部 に 侵 入 し な い よ う に
す る だ け の 簡 易 な マ ス キ ン グ で よ い 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 実 施 例 】
次 に 、 導 管 に ブ リ ー ザ パ イ プ を 取 り 付 け た 燃 料 給 油 管 の 素 材 及 び 塗 装 種 類 の 組 み 合 わ せ に
つ い て 、 防 錆 を 主 と し た 比 較 試 験 を 実 施 し た 。 実 施 例 は 、 SUS436(フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ
ス 鋼 )製 の 導 管 及 び ブ リ ー ザ パ イ プ 表 面 に 粉 体 塗 装 を 施 し て い る 。 こ れ に 対 し 、 比 較 例 １
は 鉄 製 の 導 管 及 び ブ リ ー ザ パ イ プ 表 面 に 粉 体 塗 装 を 施 し 、 比 較 例 ２ は SUS436製 導 管 及 び ブ
リ ー ザ パ イ プ 表 面 に カ チ オ ン 電 着 塗 装 を 施 し て い る 。 い ず れ も 、 導 管 に 対 す る ブ リ ー ザ パ
イ プ の 取 り 付 け は 、 燃 料 給 油 管 に 一 般 的 な ロ ウ 付 け を 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
比 較 項 目 は 、 経 時 的 な 外 観 (全 体 外 観 、 リ ン グ ス ポ ッ ト 、 ロ ウ 付 け 部 分 )の 発 錆 の 程 度 と 、
気 密 性 (検 圧 、 100kPaを １ 分 間 加 え た と き の 導 管 内 外 の 漏 れ を 検 定 )と で あ り 、 両 者 の 比 較
か ら 総 合 判 定 を 試 み た 。 試 験 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ９ 】
試 験 結 果 (表 １ )か ら 明 ら か な よ う に 、 比 較 例 １ 及 び ２ は い ず れ も 腐 食 又 は 発 錆 が 認 め ら れ
る 上 、 検 圧 結 果 が 不 良 で あ っ た の に 対 し 、 本 発 明 に 従 う 実 施 例 は 腐 食 又 は 発 錆 が な く 、 検
圧 の 結 果 も 良 好 で あ っ た 。 こ れ は 、 粉 体 塗 装 に よ る 比 較 的 厚 い 塗 膜 が 導 管 及 び ブ リ ー ザ パ
イ プ 表 面 全 域 へ 略 均 一 に 形 成 で き た こ と に も よ る が 、 鉄 よ り も ス テ ン レ ス 鋼 の ほ う が 粉 体
塗 装 の 防 錆 作 用 を よ り よ く 発 揮 で き る こ と に 基 づ く 効 果 と 考 え ら れ る 。 こ れ か ら 、 本 発 明
は 燃 料 給 油 管 の 主 部 材 の 素 材 と し て ス テ ン レ ス 鋼 を 用 い 、 表 面 に 粉 体 塗 装 に よ る 塗 膜 を 形
成 す る こ と に 、 特 に 防 錆 性 能 の 向 上 の 面 に 効 果 が あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ り 、 第 １ に 外 部 に 対 し て 露 出 し た 部 分 で も 砂 礫 等 の 飛 散 に よ る 剥 離 を 招 き に く
く 、 プ ロ テ ク タ を 不 要 と し 、 第 ２ に 部 材 相 互 の 接 合 部 の 隙 間 で も 高 い 防 錆 性 能 を 発 揮 で き
る 塗 装 を 施 し た 燃 料 給 油 管 を 提 供 で き る 。 本 発 明 が 用 い る 粉 体 塗 装 は 、 電 着 塗 装 に 比 較 し
て 、 塗 装 作 業 自 体 が 容 易 で 、 マ ス キ ン グ も 簡 略 で 済 む こ と か ら 、 生 産 性 を 高 め る こ と が で
き る 。 ま た 、 粉 体 塗 装 は 溶 剤 (特 に 有 機 溶 剤 )を 用 い な い こ と か ら 、 本 発 明 の 燃 料 給 油 管 の
製 造 に 際 し て 火 災 、 中 毒 や 汚 染 と い っ た 危 険 性 が 大 幅 に 低 減 す る 利 点 も あ る 。 こ の よ う に
、 本 発 明 は 、 一 方 で 防 錆 性 能 を 高 め た 燃 料 給 油 管 を 製 品 と し て 提 供 す る 効 果 と 、 燃 料 給 油
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管 の 生 産 性 を 高 め な が ら 生 産 現 場 の 安 全 性 を も 高 め る 効 果 と を 併 せ 持 つ 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 燃 料 給 油 管 を 表 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ 中 Ａ 矢 視 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 中 Ｂ 矢 視 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 燃 料 給 油 管
２ 　 導 管
３ 　 フ ィ ラ ネ ッ ク
６ 　 塗 膜
８ 　 ブ リ ー ザ パ イ プ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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